
盟盟盟盟目盟目盟盟盟目 



LAN ポート1 LAN ポート2 
( ethO ) (任意） 


引を続をシステムのセットアップをしまず。 裏脈ご篡<ださい。 時り"何 


Express 5800 /VC400h 


^Startup Guide 


はじめにお読み < ださい 

NEC 

スタートアップガイド 

856-129137-301-00 2011年2月初版 

111111111111 


本 8 


箱を開けてか5本装置の初期設 
定を完了ずるまでの手順を説明 
しまず。 

このスタートアップガイドに 
従って作業して<ださい。 

添付品を確認ずる 

姻包箱を開け、添付品びそろっていることをお認してくだをい（ごミ主文の構がにより、下記 
K (かの添付品び同姻されている場合びあります)。 


56 - 129137 - 301 - 00 * 
© NEC Corporation 2011 
薛社の許可なく複製-改変などを行ラことはでをません。 

このマニュアルは再生紙を使用しています。 


本体 

参 

ソフトウェアパッケージー式 

• スタートアップガイド(本書） 

電源コード2本 


(バックアップ DVD * i 含む） 

• 保証書(本体捆包箱に貼り付けられ 

フ□ントべゼル 

参 

FEXPRESSBUILDERJ DVD が 

ています） 

セキュリティキー（フ□ントべゼル 
内側に貼り付けられています） 

• 

使用上のごを意 

• スライドレール（アウターレール） 
取り外し工具 


添付のバックアップ DVD は、再セットアップの時に必要となりますので大切に保管しておい 
fm て< ださい。 

バックアップ DVD を PC 等に挿入したまま、再起動ずるとインス I ル処理び実行されま 
す。バックアップ DVD の利用完了後には必ず取り出してください。 

*1 バックアップ DVD の中には r ユーザーズガイド」や各種オンラインドキュメントも格納されています。ユー 
ザーズガイドやオンラインドキュメントは Adobe Reader で閲覧できる PDF ファイルです。 

が EXPRESS 目 UILDER パッケージの内容については EXPRESS 目 UILDER 内の添付品一覧を参照してください。 
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ユーザーズ ガイドを読む 


ユーザーズガイドはバックアップ DVD の中に格納をれています。ユーザーズガイドは 
Adobe Reader で閲覧できる PDF ファイルです。 

</ V ’ ツクアツプ D \/ D>:/ne 巳/ do 巳/ manual.html 

ユーザーズガイドでは、本装置を安全に取り扱うためのを意事項や S な / tup 6^‘づ6では記載されてい 
ないセットアップに関する詳細な説明、運用やアップグレードに関する説明が記載されています。ま 
た、「故障かな？」と思ったときのトラブル回避の手段やサービスに関する情報も記載されています。 
本装置を取り扱う前じぜひお読みください。 


な 


PDF ファイルを閲覧するためには、 Adobe Reader 日本語版が必要です。 Adobe Reader 
はアドビ社の Web サイトか 6 無償でダウン□-ドすることができます （ http:// 
www.adobe.co.jp ) 。 

製本されたユーザーズガイドが必要な場合は、もよりの販売店、またはお買い求めの販売店 
(こお間い合わせください。また、ユーザーズガイドは、 NEC の Web サイトか 6 ダウン□ー ド 
することができます。 

「 PC サーバサポート中胃報 （ h な p://suppo け . express.nec.co.jp/pcserver /)」 
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ラックを設置する 


本はは EIA 規巧に適合した19型 
(インチ)ラックに設置して使用します。ラック 
に設置する場合は、巧の祭件を守ってラック 
を設置して < ださい。 

ラックの設置は必ず複数名で行っ 
fim て< ださい。 




レールアセンブリを取り外すと、本体はネジ止めされた 
インナーレールのみが取り付けられた状態じなりまず。 



A 安全に関するご注意 



装置をセットアップずる前に r ユーザーズガイド J の 
r 使用上のごを意- おずお読みください - J 
をお読みの上、ま意事頂を守って正しく七ットアップして<ださい。 

• めれた手で電源プラグの巧を差しをしないで<ださい。感電するおそれびあ 0 ます。 

• 内蔵型オプションの取り付け-取りかしは電源コードをコンセントか 6 巧いて行つてください。 

• 雷び鳴り出した百ケーブル類をさめ装置に触百ないでください。落雷による感電のおそれびあります。 

• 「ユーザーズガイド J に記載されている内容を除き、分お•修理-改造を行わないでください。 


A ミ主意 


持ち運びの際は2人な上で装置のち面をしつかりと持つて運んでください。 

水、湿気、ほこり、油、煙のるい場所、また直射日光の当たる場所に設置しないでくださ L 
装置に添付されている電源コードなかをほ用しないでくだをい。 

電源コードは指定の電圧で、アース付をのコンセントに接続してください。 

電源コードはタコち配線にしないで<ださい。 
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本化を設置する 


本化をラックに取り付けます。ユー 
ザーズガイド(八ードウエア編)の2章を参照して 
<ださい。 

▲ ラックの設置や本体の取り付けは必ず 
CMil 複数名で行ってください。 


装置運搬時の脱落防止のために、工場出荷時にスライ 
ドレールは左ちともに背面側と側面がテープで固定さ 
れています。ラックへ取り付ける前に、テープをはが 
してください。 



テープ 


□] 本体左ちに取りがけられているスライド式のレールア 
センブリを取りかす。 



区]本体前面にある□ック解除ボタンを押しながら、レー 
ルアセンブリを持ってゆっくりと装置後方へスライド 
させる。 

ボタンを押すと□ック 


取り外したレールアセンブリは、この後の手順（レール 
アセンブリの取り付け）で使用します。 

レールに指を巧まないよう十分を意してください。 


回]取り外したレールアセンブリをラ、ソクへ取り付ける。 

レールアセンブリの四角い突起を、19インチラックの 
角穴に入れて取り付けます。この時に r カチ、ソ」と音が 
して、□ックされたことを確認してください。 



上図はち側(前面）を示していますが、ち側(背面）、左 
側(前面/背面）も同様に取り付けてください。 

もう一方のレールを取り付ける時、すでに取りがけて 
いるレールアセンブリと同じ高さに取り付けることを 
確認してください。 


[5] 2人 U 上で本装置をしっかりと持ってラックへ取りが 
ける。 

左ちのレールアセンブリに本装置側面のインナーレー 
ルを磕実に差し込んでからゆっ< りと静かに押し込み 
ます。 

完全に装置を押し込むと装置前面の□ックがかかり、 
装置を固定できます。 

レールアセンブリ 



LU 本装置を何度かラックから引き化したり、押し込ん; 
りしてスライドの動作に問題がないことを確認する C 


iu 上で完了です。 


前後に多少のガタツキがありますが、製品に支障はあ 
U ません。 

レールアセンブリが確実に□ックされて脱落しないこ 
とを確認してください。 


应]左ちのレールアセンブリのスライドレール（ベアリン 
グ部）を手前に引き化す。 


5 ケーブルを接続ずる 

本は背励こ LAN ケーブルをち続した 


本は背励こ LAN ケーブルをち続したを、添付の電源コードをち続します。ユーザーズガイド 
(八ードウエア編)の2章を参照してください。 

シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。 

• LAN ポート1を必ず運用時のネットワークシステムに接続してください。初期導入時の 
セットアップでは、 LAN ポート1(システムか5は ethO ポートとして扱われまず)を使用 
してセットアップを進めます。 LAN ポート2 ( ethl ) は初期導入のセットアップを完了 
後、 Mana 呂 ement Console の[システム]一[その他]一[ネットワーク]で設定できる拡 


ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付け 
る際は、他装置と本装置の崖体が干渉していないこと 
を確認して<ださい。もし干渉している場合は、他装 
置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り 
付け直してください。 


レールで指を巧まないよう十分を意して<ださい。 

差し込む時、インナーレールの両側をまっすぐ挿入し 
てください。 

設置時は、左ちのツマミを持ってゆっくりと確認しな 
がら取り付けてください。 

初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないた 
め押し込むときに強い摩擦を感じることがあります 
が、製品に支障はありません。 




















































































































Windows クライアント PC(WindowsXP 卿 5 び動作する摄境)を用意してください。詳しくは、ユー 
サーズガイ ド(ソフトウエア編)の2章 r システムのセツトアップ J を参照して<ださい。 


田] Windows クライアント PC を準備する 


本サーバが提供する Web インタフエースによる初期導入設定を行う為、本サーバと同じネツトワー 
クの IP アドレス (例えば、 192.168 .250.1/255.255.255.0) を設定した Windows クライアント PC 
(じ(下、クライアント PC と記述します）を用意してください。 


メモ：本サーバの初期状態のネットワーク設定はじ(下の通りです。 


LAN ポート番号 
IP アドレス 
ネツトワークマスク 
ホスト名 


ethO 

192.168 .250.250 
255.255 .255.0 
intersec . domain.local 


© ネットワーク情報を設定する 

お客様の運用ネットワークに合わせたネットワーク情報の設定を行います。 

「ホスト名 （ FQDN ) 丄 「 IP アドレス丄「サブネットマスク丄「デフォルトゲートウエイ丄「プ 
ライマリネームサーバ丄「セカンダリネームサーバ」じ設定内容を入力し、[次へ （ N )] をク 
リックしてください。 


項目名 

設定内容 

ネ ホスト名 

本装置の FQDN を設定します 

ネ IP アドレス 

本装置の IP アドレスを設定します 

ネサ ブネ、ソトマスク 

ネットワークマスクを設定します 

デフォルトゲートウェイ 

デフォルトゲートウエイを設定します 

プライマリネームサーバ 

プライマリネームサーバを設定しまず 

セカンダリネームサーバ 

セカンダリネームサーバを設定しまず 


《項目をの先頭に、"ネ"があるものは必須入力です 



• 八ブ環境を介して接続する 

八ブに本サーバとクライアント PC をそれぞれストレートケーブルで接続します。 


人 本サーバとクライアント PCiy がの機器は接続しないでくださし、。 

Cnii 


• 本サーバに直結する 

本サーバとクライアント PC をク□スケーブルで接続します。 
回クライアント PC と本サーバを起動する 


本サーバとクライアント PC を LAN ケーブルで接続した後、電源を入れてください。本サーバの起 
動後、背面の 「 LINK 」 ランプが点のしているか確認してください。起動後、クライアント PC のコマ 
ンドプ□ンプトか 6 ping コマンドなどを使用して通信状態を確認してください。 

[実行例] 

C :¥> ping 192.16 8.250 .250(m) 

(■) 斜体部分は、本サーバの IP アドレスです。 

本サーバと通信できない場合は、クライアント PC のネットワーク設定や LAN ケーブルの接続など 
を確認してください。 

团本サーバの初期導入設定 Management Console に接続する 

クライアント PC の Internet Explorer からじ(下の URL を指定して、本サーバの初期設定 Management 
Console じ接続してください。 


http ://1 92.168 .250.250:50453 / 


〇システム構成を設定する 

本サーバのシステム構ぶに関する設定を巧います。特 
じ設定変更する項目はございませんのでそのまま[次 
へ]をクリックしてください。 


システム巧ぶ設定 



システム巧がぞ設定します。 

システム祀巧の設定をおこないます。スタンドアロン巧巧げチけクされていることを枢 SU 戍へぶ 
んでください。 


システム巧巧； 巧スタンドア□ン巧が 


中止 I 


0 初期導入設定内容を確認する 

前項までの初期設定内容を表示します。設定内容に間 
違いがないか確認してください。表示した設定内容で 
よければ[次へ]をクリ、ソクしてください。設定内容を 
変更する場合は[前へ]をクリックしてください。 



〇 システムを再起動する 

初期導入設定が完了すると、システムの再起動画面を -議 

表术します。続けてシステムの運用設定を行う場合は るをるおふ. 

[システムを再起動する]をクリックしてください。シ 1. シ，化"‘。 ." シ，，ム" 心 

ステムを停止する場合は[システムを停止する]をク 

リックしてください。 


正常に接続されると 「Management Console 」 の□グイン 
画面が表示されます。 
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アクテ Y ベーシ3ンつー ドを入手する 


本製品でウイルス検索、フィルタリング、ブロックなどの機能やアップデート機能を利用す 
るアクティベーションを実施するためには、 r アクティベーションコード J を入手します。 


ユーザ名、パスワード入力画面が表示されます。"ユーザ名 （ U )"、 "パスワード （ P )" じじ(下を入力 
して、 [ OK ] をクリックしてください。管理 PC か6本装置に□グインする際の管理者 ( admin ) パ 
スワードを設定する。 

ユーザ名 （ U ) : root 

パスワード （ P ) :システム管理者パスワード （*) 


アクティベーションコードは InterScan VirusWall のユーザー登録を行うと入手することができます。 
ユーザー登録は非常に大切な作業であり 、 InterScan VimsWall のユーザー登録を行うと、アクティ 
ベーションコードが提供されると共に、次のサービスを受けることができます。 

• 1年間のウイルスパターンファイル等のアップデート 

• 1年間のサポートサービス 


システム管理者のパスワードは、「管理者用パスワード」じ記載されている r 出荷時の管理者用パス 
ワード」を入力してください。 


团初期導入設定を実行する 
〇初期導入を開始する 

□ グインがぶ功するとじ(下の画面が表示されます。 
[開始]を押下し、初期導入を実施します。作業を中断 
したい場合は、[中止]を押下してください。 


〇システム管理者を設定する 

ここでは、システム管理者に関する設定を行います。 
システム管理者のアカウントは " admin " (固定）で 
す。システム管理者用のパスワードを「パスワード」 
r パスワード再入力」に人力して[次へ]をクリックして 
ください。システム管理者名のパスワードの指定は必 
須です。 


陳!!!も W 


プノ觀欺ぶ溫嚇勝ぉヴん’ 
回四 



• 製品の更新情報や新製品案内のご提供 

ユーザー登録はインターネット経由での登録となります。 

ユーザー登録の方法は、基本ライセンスじ添付されております使用許諾契約書に同捆されております 
冊子「トレンドマイク□製品をお使いいただくために」に記載されています。冊子を参照してユーザー 
登録およびアクティべーシヨンコードの取得を行つてください。 

ユーザー登録の際に必要となりますレジストレーシヨンキーは、基本ライセンスに添付されておりま 
す使用許諾契約書に記載されております。ユーザー登録に関しましては、ユーザーズガイド（八ード 
ウェア編)の1章およびソフトウェア編も併せてご確認ください。 

▲ 本製品でウイルス検索、フィルタリング、ブ□ックなどの機能や、アップデート機能を利用 
Om するためにはアクティべ—シヨンの実施び必要でず。 

本製品のセットアップに先立ち、ユーザー營録およびアクティべーシヨンコードの取得を実 
施してください。 

ユーザー登録時に発行されるアクティべーシヨンコードは非常に重要な情報でず。確実に保 
管してください。 


メモ：システム管理者のアカウントは、セットアップ 
完了後、システム管理者 Management Console 
画面で変更できます。 


ユーザー登録する際には、トレンドマイク□社へのユーザー登録だけでなく、必ず Web 登録 
によって PP ヴポートサービスの登録およびヴポート申し込みを行う必要びありまず。 




InterScan VirusWall のアクテイべーシヨンをする 


本製品でウイルス検索、フィルタリング、ブ□ックなどの機能や、アップデート機能を利用 
するためにアクティベーションを実施して<ださい。 


田] InterScan コンソールを開く。 

InterScan 〕 ンソールを開くには次の2つのちまがあります。 

• Management Console か6サービスのアイコンを選択し、[ウイルスチェック]をクリ、ソクする。 

• Web ブラウザを起動し、 InterScan マシンの IP アドレス：ポート番号 （HTTP = 9240、 
HTTPS =9241) の URL を入力する。 

IP アドレスの部分は、 InterScan マシンのドメイン名、 IP アドレスのいずれでもかまいません。 
【 HTTP の例】 

http :// ドメイン名:9240 
http :// isvw . widget . com : 9240 
http :// 123.12 .123.1 23:9240 

回 InterScan 〕 ンソールに□グインするための 
パスワードを入力する。 

InterScan コンソールにはパスワードが設定 
されています。出荷時のパスワードは 
「 admin 」 です。 

团[管理]一[製品ライセンス情報]を選択しアク 
ティべーションコードを入力して[アクティ 
ベート]を実行する。 

团ウイルスパターンファイルのダウン□ード設定 
など InterScan コンソールでの詳細設定をする。 


詳しくはユーザーズガイドのソフトウェア編をご 
覧ください。 

fk Management Console をほ用したシステムの設定 
y をずる 


システムのサービスに関する設定やシス 
テムの基本設定は rManagement Console を使 
用して変ちすることびでをます。 Management 
Console へのち続方まや設定項目についてはユー 
ザーズガイドのソフトウェ編、または 
Management Console のオンラインヘルプを参 
照して < ださい。 



【 HTTPS の侧 

https :// ドメイン名:9241 
https :// isvw . widget . com :9241 
https :// 123.12 .123.1 23:9241 
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ESMPRO / ServerAsent の設定を する 


本はのが態を監視するソフトウェア rESMPRO/ServerAgentJ びインストール済みで 
す。フアンやマサーボード、八ードディスクドライブ、本はの温度などを監視するこのソフトウェアの 
設定（しまい値やイベントの通報巧)をします。 

詳しくは、バックアップ DVD にある ESMPRO / ServerAgent ユーザーズガイドを参照してください。 
<ノ\'ツクアツプ DVD 〉:/ nec / doc / 400 / esmpro . sa/Inx esm users.pdf 


接続に使用するクライアントマシンじよっては基線が文字化けすることがありますが、それぞれの機能 
は問題なく動作します。 


管理コンピュータの七ットアッブをする 

本装置をネットワーク上か6管理-保守するソフトウェアを管理コンピュータにインストー 
ルします。ソフトウェアは、本体に添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD に含まれています。管理コ 
ンピュータの光ディスクドライブに！ "EXPRESSBUILDERJ DVD をセットすると表示をれる 1" 才ート 
ランで起動するメニュー J か6それぞれインストールすることびできます。詳しくは 


rEXPRESSBUILDERJ DVD に格納されている 『 ESMPRO/ServerManager インストレーシヨ 
ンガイド』を参照してください。 な J - で完了です。 













































































